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議会だより

　小本地区の山崎隆さん
（写真後列中央）一家です。
　孫３人もつなぎ服を着て
登場。いつもこの格好で、
学校が休みのときは手伝い
をしているそうです。
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12
月
定
例
会
は
12
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
の
３
日
間
に

わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
台
風
第
10
号

災
害
復
旧
・
復
興
関
連
な
ど
今
後
の
町
政
運
営
や
地
域
の

抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
１
件
の
報
告
、
２
件
の

同
意
と
18
件
の
議
案
な
ど
を
審
議
し
、
全
て
原
案
の
と
お

り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

計
画
策
定
や
条
例
の
制
定
・
改
正
、
補
正
予
算
に
関
す

る
10
件
の
議
案
は
条
例
補
正
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
を

設
け
て
集
中
審
査
。
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

請
願
は
２
件
提
出
さ
れ
、
総
務
常
任
委
員
会
へ
審
査
を

付
託
。
本
会
議
に
お
い
て
、
全
会
一
致
で
１
件
が
採
択
、

１
件
が
一
部
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

伊達町長の退職に同意伊達町長の退職に同意

12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し 

　

８
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
町
長
が
12
月
９
日
付

け
で
退
職
す
る
旨
の
申
し

出
に
つ
い
て
追
加
議
案
が

上
程
さ
れ
、
全
会
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
伊
達
町
長
か

ら
「
こ
れ
以
上
、
勤
務
を

継
続
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
り
、
皆
さ
ん
に
ご
迷

惑
を
か
け
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
で
退
職
の
お
願

い
を
し
た
。
こ
の
よ
う
な

形
で
職
務
を
全
う
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

に
お
わ
び
を
申
し
上
げ

る
。」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

町
長
の
退
職
と
は
？

　

町
長
が
退
職
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
退
職
す
る
日
の

20
日
前
ま
で
に
議
会
の
議
長

に
申
し
出
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

議
会
の
同
意
が
必
要
な
の
？

　

町
長
が
退
職
す
る
日
の
20

日
よ
り
前
の
日
に
退
職
す
る

場
合
は
、
議
会
の
同
意
を
得

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

解説!!

起立採決により全会一致で同意

議場で退職のあいさつをする伊達町長
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12 月補正予算の状況

会　計　名 補　正　額 補正後の予算額

一　般　会　計 △7443万円 148億1412万円

特
別
会
計

国民健康保険
（事業勘定） 994万円 15億7590万円

介護保険
（事業勘定） 29万円 15億3520万円

（サービス
事業勘定） 1万円 1163万円

公共下水道
事業 277万円 1億7557万円

台
風
災
害
復
興
推
進
へ

町
道
・
河
川
復
旧 

着
実
に
発
注

　

平
成
28
年
台
風
第
10
号

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
と

復
興
を
は
か
る
た
め
策
定

し
た
「
岩
泉
町
災
害
復
興

ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
可

決
し
ま
し
た
。

　

復
興
の
目
標
は
〝
み
ん

な
で
創
り
共
に
育
て
る

「
い
わ
い
ず
み
」〞
の
実
現

を
掲
げ
、「
集
落
の
形
成
」、

　

災
害
復
旧
工
事
等
の
請
負

契
約
締
結
に
関
す
る
４
議
案

を
可
決
し
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■ 

二
級
町
道
石
畑
線
ほ
か
災

害
復
旧
工
事

▽
金
額 

１
億
３
３
２
７
万
円

▽
請
負
者 

小
野
新
建
設
㈱

■ 

そ
の
他
町
道
大
平
線
ほ
か

災
害
復
旧
工
事

▽
金
額 

６
１
３
４
万
円

▽
請
負
者 

小
野
新
建
設
㈱

■ 

準
用
河
川
宇
津
野
沢
川
河

川
災
害
復
旧
工
事

「
防
災
体
制
の
強
化
」、「
産

業
経
済
の
再
生
」
の
三
本

の
柱
で
施
策
、
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

　

推
進
期
間
は
、
平
成
29

年
度
か
ら
33
年
度
ま
で
の

５
年
間
。
復
旧
49
事
業
、

復
興
１
３
８
事
業
、
全
体

で
３
３
９
億
円
の
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

▽
金
額 

１
億
３
８
２
４
万
円

▽ 

請
負
者　

㈱
奥
村
組
東
北

支
店
（
仙
台
市
）　

■ 

小
本
堆
肥
セ
ン
タ
ー
増
築

工
事

▽
金
額 

１
億
２
０
９
６
万
円

▽
請
負
者　

㈱
畑
中
組

条例制定・改正と補正予算の
主な内容

◇岩泉町子育て応援住宅条例の制定
子育て応援住宅12戸の設置と管理に関する事
項を定めるものです。

◇ 一般職の職員の給与に関する条例及び
岩泉町一般職の任期付職員の採用等に
関する条例の一部を改正する条例
県人事委員会勧告に準じる措置で一般職の給与
を平成29年４月にさかのぼり平均0.15％、
勤勉手当を0.05月引き上げるものです。

◇ 岩泉町定住促進住宅条例の一部を改正
する条例
住宅３棟7戸の追加等に関するものです。

◇福祉灯油助成 400万円
町民税非課税世帯で65歳以上などの世帯を対
象に助成するものです。

◇わさび育苗施設建設工事 5953万円
わさびの育苗施設を旧小本中学校跡地に整備す
るものです。

◇災害公営住宅整地工事 ２億3648万円
岩泉地区（上町地内）に台風被災者向けの災害
公営住宅建設に係る用地造成、団地内の道路と
上下水道の整備をするものです。

集落の形成集落の形成

防災体制防災体制
の強化の強化

復興に向けた
３つの柱

産業経済産業経済
の再生の再生
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条
例
補
正
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会

定住化に向けて動き出す定住化に向けて動き出す

○
目
的

　

子
育
て
世
帯
の
生
活

の
安
定
と
福
祉
の
増

進
に
寄
与
す
る
た
め

で
す
。

○
住
宅
の
場
所

　

岩
泉
地
区
（
和
川
原

地
内
）
に
住
宅
12
戸

を
建
設
し
ま
す
。

○
入
居
資
格

　

・ 

小
学
校
就
学
前
の

子
を
１
人
以
上
扶

養
し
、
同
居
し
て

い
る
こ
と
で
す
。

　

・ 

世
帯
の
前
年
所
得

が
、
月
額
15
万
８

千
円
以
上
48
万
７

千
円
以
下
で
あ
る

こ
と
で
す
。

○
入
居
手
続

　

敷
金
（
家
賃
３
カ
月

分
）
の
納
付
が
必
要

で
す
。

○
居
住
期
間

　

入
居
し
て
い
る
全
て

の
子
が
18
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
で
す
。

○
家
賃

　

月
額
３
万
円
で
す
。

※ 

そ
の
他
詳
細
は
、
役
場
・

地
域
整
備
課
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

月
中
旬
か
ら
行
い
、
２
月

中
に
は
入
居
者
の
決
定
を

す
る
。
３
月
か
ら
入
居
で

き
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

入
居
希
望
者
が
多

か
っ
た
場
合
の
選
定

方
法
は
。

入
居
資
格
を
有
し
て

い
れ
ば
応
募
で
き
、

選
定
は
抽
選
で
行
う
。

住
宅
が
空
い
た
場
合

の
対
策
は
。

入
居
要
件
の
緩
和
な

ど
を
含
め
た
検
討
を

進
め
な
が
ら
、
全
戸
に
入

居
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
。

問答

完成した子育て応援住宅（岩泉地区）

　

条
例
補
正
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
菊
地
弘
已
委
員
長
）
で
は
、

岩
泉
町
災
害
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
お
よ
び
条
例
改
正
や
補

正
予
算
を
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、付
託
さ
れ
た
10
議
案
す
べ
て
を
可
決
す
べ
き
と
決
定
。

そ
の
後
の
本
会
議
で
、全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

委
員
会
の
審
査
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
質
疑
を
要
約
し
て
お
伝
え
し

ま
す
。

子
育
て
応
援
住
宅

居
住
で
き
る
期
間
は

子
ど
も
が
18
歳
に
な

る
年
度
ま
で
と
決
め
ら
れ

て
い
る
が
、延
長
は
可
能

か
。

基
本
的
に
は
、
子
ど

も
が
高
校
を
卒
業
す

る
ま
で
を
子
育
て
期
間
と

し
て
い
る
の
で
、
居
住
期

間
の
延
長
は
し
な
い
。

　

た
だ
し
、
そ
の
後
も
町

内
に
住
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
事
前
に
相
談
を
行

う
。

入
居
す
る
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

モ
デ
ル
住
宅
の
内
覧

会
と
入
居
募
集
を
１

問答問答

問答

子
育
て
応
援

住
宅
っ
て
何
？
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町
営
住
宅
、
子
育
て

支
援
住
宅
、
定
住
促

進
住
宅
等
の
情
報
窓
口
の

一
本
化
は
可
能
か
。

各
住
宅
と
空
き
家
情

報
の
紹
介
、
案
内
も

含
め
窓
口
の
一
本
化
に
向

け
て
検
討
し
て
い
く
。

条
例
補
正
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会

被
災
者
支
援
の
現
状

定
住
促
進
に
３
棟
７
戸
を
追
加

河
川
改
修
工
事
の
進
ち
ょ
く
状
況

福
祉
灯
油
助
成

入
居
す
る
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

12
月
中
旬
に
は
住
宅

が
完
成
す
る
予
定
で

あ
る
。
１
月
14
日
に
内
覧

会
を
行
い
、
15
日
か
ら
募

集
の
受
付
を
予
定
し
て
い

る
。
３
月
上
旬
か
ら
入
居

可
能
と
し
て
い
る
。

福
祉
灯
油
助
成
の
対

象
世
帯
は
ど
の
く
ら

い
か
。町

民
税
非
課
税
世
帯

の
う
ち
、
高
齢
者
の

み
の
世
帯
、
障
が
い
者
世

帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
の

８
０
０
世
帯
を
見
込
ん
で

い
る
。周

知
方
法
は
。

12
月
15
日
の
町
広
報

誌
に
申
請
の
お
知
ら

せ
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま

た
、
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と

に
よ
る
全
戸
配
信
を
行

い
、
さ
ら
な
る
周
知
徹
底

を
は
か
っ
て
い
る
。
今
後

も
申
請
に
漏
れ
が
生
じ
な

い
よ
う
に
努
め
る
。

県
工
事
の
進
ち
ょ
く

状
況
と
こ
れ
か
ら
の

見
通
し
に
つ
い
て
情
報
が

あ
る
か
。

12
月
現
在
で
は
、補

償
物
件
の
調
査
・
用

地
測
量
を
進
め
て
お
り
、こ

れ
か
ら
本
格
的
に
用
地
交

渉
に
入
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

県
工
事
で
は
あ
る
が
、

町
で
も
必
要
に
応
じ
て
協

力
し
て
い
く
。

台
風
第
10
号
災
害
被

災
者
に
対
す
る
、
よ

り
そ
い
・
み
ら
い
ネ
ッ
ト

の
現
在
の
活
動
内
容
は
。

当
初
の
計
画
ど
お
り
、

生
活
再
建
に
向
け
た

相
談
会
を
毎
週
金
曜
日
に

開
催
し
、
被
災
者
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
る
。

災
害
当
初
と
今
で
は

被
災
者
の
相
談
内
容

に
変
化
は
あ
る
か
。

発
災
当
初
は
、
支
援
制

度
に
係
る
相
談
が
多

か
っ
た
が
、
１
年
経
過
し
た

現
在
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

一
方
、
緊
急
支
援
が
落
ち

着
い
た
あ
と
は
、
家
族
関
係

や
人
間
関
係
の
相
談
が
増
え

て
い
る
。
ま
た
、
住
宅
再
建
、

相
続
や
登
記
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
今
も
相
談
が
あ

る
。

　

今
後
も
保
健
師
に
よ
る
健

康
調
査
と
併
せ
な
が
ら
、
個

人
の
状
況
に
合
わ
せ
た
き
め

細
か
な
支
援
を
続
け
て
い
く
。

問答

問答問答

問答問答

問答

問答

河川改修により住宅の移転を余儀なくされます

子育て応援住宅と定住促進住宅の位置図（岩泉地区）

保健福祉課でも相談を行っています
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　町固定資産税評価審査委員
に、岩泉の下向秀夫さんと小
川の山下洋一郎さんを選任す
ることに同意しました。
　いずれも前任者が平成 30
年 3 月で任期が満了となる
ため新たに選任されたもので
す。任期は3年間です。

町固定資産評価審査委員
下向さんと山下さんの選任に同意

下
しもむかい

向　秀
ひ で お

夫さん
（70）

山
やました

下　洋
よういちろう

一郎さん
（73）

　

一
般
質
問
と
は
、

議
員
が
町
長
な
ど
の

執
行
機
関
に
対
し
、

事
務
の
執
行
状
況
や

将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
、
所
信
や
疑

問
を
た
だ
す
こ
と
、

あ
る
い
は
報
告
や
説

明
を
求
め
る
こ
と
を

言
い
ま
す
。
ま
た
、

議
員
が
主
義
、
主
張

を
述
べ
提
案
し
論
戦

し
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
「
現

行
の
政
策
変
更
」
や

「
新
規
政
策
を
採
用
」

さ
せ
る
な
ど
の
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
質
疑
全
文

を
記
録
し
た
会
議
録

は
、
３
月
下
旬
ご
ろ

か
ら
町
立
図
書
館
ま

た
は
役
場
各
支
所
図

書
室
で
閲
覧
可
能
と

な
る
予
定
で
す
。

一
般
質
問

と
は

●
三
田
地　

久
志
（
７
ペ
ー
ジ
）

・
被
災
生
活
橋
の
予
算
確
保
を

・
読
書
量
日
本
一
を
目
指
せ

●
畠
山　

和
英
（
８
ペ
ー
ジ
）

・
商
工
業
振
興
策
の
拡
充
強
化
を

・
予
算
編
成
方
針
と
重
点
施
策
を
示
せ

●
畠
山　

昌
典
（
９
ペ
ー
ジ
）

・
復
旧
工
事
業
者
の
宿
舎
確
保
を

●
坂
本　

昇
（
10
ペ
ー
ジ
）

・
危
機
管
理
体
制
の
確
認
を

・
龍
泉
洞
増
水
時
の
観
覧
対
策
を

●
林
﨑　

竟
次
郎
（
11
ペ
ー
ジ
）

・
災
害
公
営
住
宅
の
入
居
時
期
は

・
移
転
地
の
具
体
的
な
内
容
を

●
野
舘　

泰
喜
（
12
ペ
ー
ジ
）

・
事
業
の
遅
れ
に
伴
う
リ
ス
ク
は

・
生
活
再
建
支
援
金
の
申
請
延
長
は

一般質問一般質問
６６
人
の
議
員
が
質
問

人
の
議
員
が
質
問

12月6日に一般質問が行われ、6人の議員が台風災害関連
及び平成30年度の予算編成等について質問しました。
内容を要約して登壇順（質問順）に掲載します。
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町の考えを問う

三
み た ち

田地久
ひ さ し

志 議員

被災生活橋の予算確保を
補助事業を活用する
伊達町長

問　

読
書
の
最
大
の
効
果
は
想
像
力
を
培
う
こ
と
に
あ

り
、
映
像
で
は
な
く
、
活
字
か
ら
そ
の
情
景
を
想
像
す

る
こ
と
で
、
学
力
の
向
上
に
繋
が
る
と
の
研
究
結
果
が

出
て
い
る
。

　

町
を
挙
げ
て
読
書
量
日
本
一
を
目
指
す
、
そ
ん
な
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

問　

町
の
単
独
費
で
行
う
被
災
生
活
橋
73
カ
所
の
本
復

旧
の
予
算
確
保
に
、
岩
泉
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
傘
下

の
保
有
株
式
を
外
部
に
譲
渡
し
、
本
設
に
充
て
る
考
え

は
な
い
か
。

順
位
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い

読
書
量
日
本
一
を
目
指
せ

町
長　

被
災
生
活
橋
の
本

設
に
つ
い
て
は
、
既
存
の

制
度
で
あ
る
「
生
活
道
及

び
農
道
整
備
事
業
費
補
助

金
交
付
要
綱
」
に
基
づ
く

補
助
事
業
を
活
用
し
た
い
。

　

９
割
補
助
で
上
限
を
１

千
万
円
と
し
て
お
り
、
こ

教
育
長　

町
で
は
各
種
企

画
展
を
開
催
し
、
図
書
館

利
用
者
の
増
加
を
は
か
り

な
が
ら
読
書
量
の
向
上
を

推
進
し
て
い
る
。
読
書
量

の
順
位
に
は
こ
だ
わ
ら

早急な本設への支援が求められる生活橋

▼ 

町
有
林
の
売
却
益
を
町

の
単
独
事
業
の
原
資
に

そ
の
他
の
質
問

れ
ま
で
２
件
の
申
請
を
受

け
て
い
る
。
こ
の
事
業
の

財
源
と
し
て
、
現
在
寄
付

を
募
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

岩
泉
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
㈱
の
町
保
有
株
式
の
譲

渡
に
よ
る
財
源
の
確
保
は
、

ず
、
幼
少
期
や
学
齢
期
、

そ
し
て
成
年
期
等
に
お
い

て
、
さ
ら
に
は
町
民
誰
も

が
〝
本
を
好
き
に
な
る
環

境
づ
く
り
〞
を
進
め
て
い

く
。

　

ま
た
、
学
校
、
家
庭
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の
連

携
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
読

書
の
推
進
を
は
か
っ
て
い

く
。

株
式
の
原
資
に
起
債
を
財

源
と
し
た
出
資
金
が
投
入

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
償
還
が
終
了
す
る
ま

で
は
当
面
難
し
い
。
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町の考えを問う

災害から再建途上の木工事業所

問　

平
成
30
年
度
の
予
算
編
成
方
針
を
財
源
の
確
保
面
を
含
め

て
示
さ
れ
た
い
。
併
せ
て
、
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
に
つ
い

て
伺
う
。

問　

地
域
経
済
の
振
興
発
展
に
資
す
る
た
め
、「
小
規
模
企
業

振
興
に
関
す
る
条
例
」
と
国
の
創
業
補
助
金
制
度
の
申
請
要
件

と
な
る
「
町
創
業
支
援
計
画
」
を
策
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
台
風
災
害
か
ら
の
事
業
再
開
を
支
援
す
る
「
地
域
な

り
わ
い
再
生
緊
急
対
策
交
付
金
」
制
度
の
新
年
度
の
対
応
は
。

予
算
編
成
方
針
と
重
点
施
策
を
示
せ
／
台
風
災
害
復
旧
を
最
優
先
に
重
点
化

町
長　
「
小
規
模
企
業
振
興

に
関
す
る
条
例
」
の
制
定
と

町
長　

平
成
28
年
の
台
風
豪

雨
災
害
の
復
旧
を
最
優
先
課

題
と
し
て
捉
え
、「
ま
ち
づ

く
り
総
合
計
画
」
に
掲
げ
る

施
策
と
「
災
害
復
興
ま
ち
づ

畠は
た
け
や
ま山
和か

ず
ひ
で英 

議
員

商
工
業
振
興
施
策
の
拡
充
強
化
を

条
例
の
制
定
に
向
け
取
り
組
む

伊
達
町
長

「
創
業
支
援
計
画
」
の
策
定

は
、
商
工
業
者
の
持
続
的
な

発
展
に
よ
る
地
域
経
済
の
振

興
や
雇
用
創
出
の
観
点
か
ら

取
り
進
め
て
い
く
。

　
「
地
域
な
り
わ
い
再
生
緊

急
対
策
交
付
金
」
は
、
こ
れ

ま
で
に
31
社
が
申
請
し
て
お

り
、
今
後
は
26
社
の
申
請
見

込
み
が
あ
る
。
本
年
度
中
に

復
旧
完
了
で
き
な
い
事
業
者

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
30
年
度
予
算
の
確
保
に

つ
い
て
県
と
協
議
し
て
い
る
。

く
り
計
画
」
に
登
載
予
定
の

事
業
に
重
点
化
し
、
編
成
作

業
を
進
め
て
い
る
。

　

財
源
は
、
国
や
県
の
財
政

支
援
制
度
を
最
大
限
活
用
し

つ
つ
、
町
の
各
基
金
を
有
効

か
つ
積
極
的
に
活
用
し
て
い

く
。

　

ま
た
、
重
点
的
に
取
り
組

む
べ
き
施
策
と
し
て
は
、
本

格
的
な
災
害
復
旧
事
業
の
推

進
に
尽
き
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

▼
中
小
企
業
者
等
公
募
事
業

補
助
加
算
支
援
事
業
の
継

続
に
つ
い
て

▼
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
・

観
光
券
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
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町の考えを問う

畠
はたけやま

山昌
ま さ の り

典 議員

工事業者の宿舎確保を
必要な措置を講じる
伊達町長

問　

学
校
の
統
廃
合
に
よ
り
使
わ
れ
な
く
な
っ
た

旧
校
舎
を
作
業
員
用
宿
舎
に
改
築
し
て
活
用
は
出

来
な
い
か
。

問　

現
在
、
町
で
は
災
害
復
旧
公
共
土
木
工
事
の

完
成
に
向
け
工
事
業
者
と
共
に
努
力
し
て
い
る

が
、
思
う
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
で
工
事
が
進
ん
で
い

な
い
。
そ
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
は
技
術
者
と
作

業
員
を
十
分
に
確
保
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
、
そ

の
理
由
に
宿
舎
の
不
足
が
あ
る
。
そ
の
対
策
に
つ

い
て
、何
か
方
策
が
あ
る
か
町
長
の
所
見
を
聞
く
。

宿
舎
情
報
を
提
供
し
て
い
る

旧
校
舎
の
活
用
は

復旧工事を促進するため空き校舎を
宿舎として活用すべきです

保
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、

そ
の
方
策
の
ひ
と
つ
と

し
て
現
在
、
宿
舎
の
建

設
に
向
け
関
係
業
者
と

交
渉
を
進
め
て
い
る
。

町
長　

災
害
復
旧
の
公

共
土
木
工
事
は
５
割
を

超
え
る
発
注
率
で
あ
る

が
、
実
質
の
進
捗
率
は

３
割
に
届
い
て
い
な

い
。
作
業
員
宿
舎
の
確

町
長　

工
事
業
者
に
対

し
使
用
可
能
な
宿
舎
情

報
を
提
供
し
て
お
り
、

そ
の
中
に
は
使
用
さ
れ

て
い
な
い
校
舎
情
報
も

入
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
空
き
校
舎
を

使
用
し
た
い
と
い
う
業

者
は
な
く
、
今
後
利
用

の
相
談
が
あ
れ
ば
対
処

し
て
い
く
。
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町の考えを問う

常に見直しながら進められています

問　

龍
泉
洞
が
町
営
化
し
、
観
光
名
所
と
な
っ
て
早
50
年
以
上

が
経
過
し
て
い
る
が
、
大
雨
で
増
水
す
る
度
に
閉
洞
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
大
雨
は
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
一
部
入
洞
を
含

め
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

問　

東
日
本
大
震
災
、
昨
年
の
台
風
10
号
被
害
と
町
に
と
っ
て

未
曽
有
と
も
言
え
る
事
態
が
こ
の
６
年
間
で
２
度
も
発
生
し
て

い
る
。

　

非
常
事
態
に
お
け
る
全
庁
体
制
及
び
町
民
と
の
協
働
体
制
に

つ
い
て
再
確
認
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

防
災
・
危
機
管
理
委
員
会
等
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
議
論
を
よ
り
深
め
て
い
く
べ
き

で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

龍
泉
洞
の
増
水
時
観
覧
対
策
を
／
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
工
夫
を
凝
ら
す

町
長　

防
災
事
業
推
進
の
た

め
、
防
災
関
係
機
関
等
で
構

成
す
る
岩
泉
町
防
災
会
議
を

設
置
し
て
お
り
、
危
機
管
理

に
対
す
る
体
制
は
確
立
さ
れ

町
長　

増
水
に
よ
っ
て
閉
洞

し
た
場
合
は
、
新
洞
科
学
館

の
み
見
学
が
可
能
で
あ
る
旨

を
伝
え
た
上
で
、
観
覧
を
希

望
す
る
お
客
さ
ま
に
は
通
常

料
金
の
半
額
で
チ
ケ
ッ
ト
を

坂さ
か
も
と本
昇の

ぼ
る 

議
員

危
機
管
理
体
制
の
確
認
を

防
災
会
議
で
見
直
し
す
る

伊
達
町
長

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

　

今
後
と
も
必
要
な
役
割
を

町
防
災
会
議
で
担
う
よ
う
見

直
し
て
い
く
。

販
売
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
手
元
に
残
る

龍
泉
洞
観
覧
券
に
は
有
効
期

限
が
な
い
旨
を
お
伝
え
し
、

次
回
の
来
訪
を
促
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

増
水
時
に
、
ト
ン
ネ
ル
出

口
か
ら
入
洞
さ
せ
、
一
定
区

間
を
観
覧
さ
せ
る
、
と
い
う

サ
ー
ビ
ス
も
考
え
ら
れ
る

が
、危
険
な
状
況
を
踏
ま
え
、

人
員
配
置
等
の
安
全
対
策
を

十
分
に
講
じ
た
上
で
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ
、

観
光
客
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
、
可
能
な
限
り
の
対
応

を
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
増
水
時
だ
か
ら
こ

そ
見
ら
れ
る
、
壮
大
な
渓
流

景
観
を
含
め
、
特
別
感
の
あ

る
龍
泉
洞
周
辺
の
魅
力
発
信

に
努
め
る
と
と
も
に
、
閉
洞

が
龍
泉
洞
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ

ン
に
な
ら
な
い
よ
う
、
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
く
。

▼ 

津
波
防
災
に
お
け
る
ソ
フ

ト
面
対
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
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町の考えを問う

林
はやしざき

﨑竟
き ょ う じ ろ う

次郎 議員

災害公営住宅の入居時期は
30 年度の工事完了から順次
伊達町長

問　

町
が
整
備
す
る
移
転
地
に
住
宅
建
設
を
考
え
て
い

る
被
災
者
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
場
所
、
時
期
が
示
さ

れ
ず
に
不
安
に
な
っ
て
い
る
。

　

災
害
公
営
住
宅
と
同
様
に
、
具
体
的
な
場
所
と
時
期

を
早
く
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

問　

災
害
公
営
住
宅
の
具
体
的
整
備
計
画
と
完
成
時
期

を
示
せ
。

　

ま
た
、
災
害
公
営
住
宅
の
家
賃
軽
減
策
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

30
年
度
事
業
完
了
を
目
指
す

移
転
地
の
具
体
的
な
内
容
を

町
長　

災
害
公
営
住
宅
の

建
築
場
所
は
岩
泉
、小
川
、

小
本
、安
家
の
４
地
区
で
、

合
計
10
団
地
を
選
定
し
て

い
る
。
年
度
内
に
岩
泉
地

区
上
町
団
地
の
整
地
工
事

に
着
手
し
、
平
成
30
年
度

に
は
、
全
地
区
の
整
地
工

町
長　

平
成
30
年
度
中
の

事
業
完
了
を
目
指
し
、
岩

泉
、
小
川
、
小
本
、
安
家

の
４
地
区
に
合
計
５
団
地

を
整
備
す
る
計
画
で
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
町
民
に

災害公営住宅の建設予定地（岩泉・上町）

事
と
建
築
工
事
を
行
う
。

完
成
住
宅
か
ら
順
次
入
居

が
可
能
と
な
る
。

　

家
賃
の
軽
減
策
に
つ
い

て
は
、
東
日
本
大
震
災
の

時
の
よ
う
な
災
害
公
営
住

宅
の
家
賃
軽
減
事
業
へ
の

国
、
県
か
ら
の
財
源
が
期

待
で
き
ず
、
町
単
独
で
の

軽
減
措
置
に
は
多
額
の
費

用
が
必
要
と
な
る
。
今
後

も
早
急
か
つ
慎
重
に
検
討

し
て
い
く
。

向
け
て
「
岩
泉
町
災
害
復

興
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の

配
布
に
よ
る
周
知
を
行

う
。
さ
ら
に
、
各
種
説
明

の
場
を
設
け
る
予
定
で
あ

る
。

▼ 

台
風
10
号
被
災
者
の
国

保
医
療
費
・
介
護
保
険

利
用
料
の
減
免
措
置
の

継
続
に
つ
い
て

▼ 

国
民
健
康
保
険
広
域
化

問
題
へ
の
対
応
に
つ
い

て
▼ 

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

を
小
学
校
卒
業
ま
で
現

物
給
付
化
す
る
こ
と
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
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町の考えを問う

一日も早い復旧が待たれます
（有芸地区・町道長下線）

問　

生
活
再
建
支
援
金
の
申
請
期
限
は
約
３
年
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
河
川
改
修
の
遅
れ
等
に
よ
っ
て
間
に
合
わ
な
い

可
能
性
が
あ
る
。
何
年
延
ば
せ
る
の
か
。

　

複
数
世
帯
で
４
０
０
万
円
の
助
成
金
制
度
を
活
用
す
べ
き

だ
。
空
き
家
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
中
古
住
宅
の
売
買
を
斡
旋

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

問　

す
で
に
復
旧
復
興
計
画
は
で
き
た
と
思
う
が
、
問
題
は
そ

の
と
お
り
に
い
か
な
か
っ
た
場
合
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
ど
ん

な
リ
ス
ク
が
あ
る
か
、
共
通
認
識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

　

激
甚
災
害
の
指
定
を
受
け
、
大
部
分
を
国
か
ら
の
助
成
金
で

賄
え
る
が
３
年
と
い
う
期
限
付
き
だ
。
繰
り
延
べ
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
が
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
に
国
の
補
助
率
の
低

減
と
町
負
担
の
増
大
の
程
度
を
示
せ
。

　

大
き
な
不
安
要
素
の
一
つ
に
県
の
河
川
改
修
工
事
が
あ
る
。

住
民
説
明
会
で
５
年
を
目
途
に
完
了
す
る
と
い
う
説
明
を
受
け

て
い
る
が
、
進
展
が
見
え
な
い
。
用
地
交
渉
な
ど
、
町
は
ど
の

よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

生
活
再
建
支
援
金
の
申
請
延
長
は
／
事
情
に
よ
り
期
間
延
長
は
可
能

町
長　

災
害
復
旧
事
業
は
平

町
長　

被
災
者
再
建
支
援
法

に
定
め
ら
れ
て
い
る
期
間

は
、
基
礎
支
援
金
が
13
か
月

間
、
加
算
支
援
金
が
37
か
月

間
と
な
っ
て
い
る
。し
か
し
、

や
む
を
え
な
い
事
情
等
が
認

野の

だ

て舘
泰や

す

き喜 

議
員

事
業
の
遅
れ
に
伴
う
リ
ス
ク
は

町
費
の
負
担
増
は
避
け
ら
れ
な
い

伊
達
町
長

成
32
年
度
ま
で
の
５
年
で
完

め
ら
れ
れ
ば
期
間
延
長
は
可

能
だ
。

　

空
き
家
デ
ー
タ
に
つ
い
て

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情

報
を
掲
載
し
て
い
る
。

了
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

制
度
と
な
っ
て
い
る
。
本
町

の
被
害
規
模
は
あ
ま
り
に
も

甚
大
で
あ
り
、
岩
手
県
内
外

の
各
市
町
村
の
応
援
職
員
の

支
援
を
得
な
が
ら
総
力
を
挙

げ
て
い
る
が
５
年
で
は
完
了

で
き
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

そ
の
場
合
、
補
助
対
象
外
と

な
り
、
正
確
な
町
費
の
負
担

増
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
か
な
り
の
負
担
額
に
な

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

岩
手
県
の
河
川
改
修
事
業

の
遅
れ
に
つ
い
て
は
、
用
地

交
渉
に
入
る
準
備
が
整
っ
て

き
て
い
る
段
階
と
聞
い
て
い

る
。
用
地
担
当
職
員
を
増
員

し
、
県
と
町
が
相
互
に
協
力

体
制
を
深
め
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
に
努
力
す
る
。
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12月定例会に提出された請願は２件でした。
総務常任委員会に審査を付託した結果、次のとおり決定しました。

請願件名
（付託委員会） 請願人 紹介議員 審査の

結果
本会議での
結果

教職員定数改善と
義務教育費国庫負
担制度２分の１復
元を求める請願
（総務）

岩手県教職員組合
下閉伊支部
支部長　菅原昭敬

小松ひとみ 採択
採択に全員賛
成。国の関係
機関に意見書
を提出

誰でも安心できる
年金制度の実現を
求める請願（総務）

全日本年金者組合
岩手県本部

代表　山田勝哉
全日本年金組合
宮古支部

代表　中村國雄

林﨑竟次郎 一部採択
一部採択に全
員賛成。国の
関係機関に意
見書を提出

平
成
29
年
第
７
回
と
第
８
回
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、審
査
の
結
果
、す
べ
て
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■ 

工
事
名　

地
域
情
報
通
信
基
盤
施
設
災
害

復
旧
工
事

▽
金
額　
　

１
億
３
６
８
万
円

▽
請
負
者　

東
日
本
電
信
電
話
㈱
岩
手
支
店

■
工
事
名　

わ
さ
び
加
工
施
設
等
建
設
工
事

▽
金
額　
　

４
億
１
２
５
６
万
円

▽
請
負
者　

㈱
カ
ガ
ヤ

■ 

工
事
名　

一
級
町
道
鼠
入
川
線
ほ
か
災
害

復
旧
工
事

▽
金
額　
　

１
億
３
８
５
６
万
円

▽
請
負
者　

小
野
新
建
設
㈱

■ 

工
事
名　

一
級
町
道
中
沢
線
ほ
か
災
害
復

旧
工
事

▽
金
額　
　

１
億
６
２
０
０
万
円

▽
請
負
者　

佐
藤
建
設
㈱

■ 

工
事
名　

そ
の
他
町
道
南
沢
線
ほ
か
災
害

復
旧
工
事

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
承
認
１
件
の
ほ
か
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、
工
事
請
負

契
約
締
結
案
な
ど
議
案
11
件
を
審
議
し
、
１
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
工
事
請
負
契
約
締
結
案
の
議
案
３
件
を
審
議
し
、
２
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

▽
金
額　
　

１
億
６
３
９
４
万
円

▽
請
負
者　

小
野
新
建
設
㈱

■ 

工
事
名　

そ
の
他
町
道
氷
渡
線
ほ
か
災
害

復
旧
工
事

▽
金
額　
　

１
億
２
３
１
２
万
円

▽
請
負
者　

県
北
緑
化
㈱

■ 

工
事
名　

そ
の
他
町
道
上
有
芸
水
堀
線
道

路
災
害
復
旧
工
事

▽
金
額　
　

１
億
５
３
３
６
万
円

▽
請
負
者　

熊
谷
建
設
㈱

■ 

工
事
名　

準
用
河
川
鼠
入
川
河
川
災
害
復

旧
工
事

▽
金
額　
　

２
億
３
０
６
８
万
円

▽
請
負
者　

小
野
新
建
設
㈱

■
工
事
名　

林
道
平
庭
線
災
害
復
旧
工
事

▽
金
額　
　

１
億
８
３
６
０
万
円

▽
請
負
者　

県
北
緑
化
㈱

■ 

工
事
名　

そ
の
他
町
道
早
坂
高
原
線
ほ
か

災
害
復
旧
工
事

▽
金
額　
　

２
億
７
０
０
０
万
円

▽
請
負
者　

㈱
畑
中
組

■ 

工
事
名　

そ
の
他
町
道
袰
綿
松
橋
線
ほ
か

災
害
復
旧
工
事

▽
金
額　
　

７
７
２
２
万
円

▽
請
負
者　

県
北
緑
化
㈱

■
工
事
名　

日
影
橋
ほ
か
災
害
復
旧
工
事

▽
金
額　
　

１
億
７
０
３
１
万
円

▽
請
負
者　

県
北
緑
化
㈱

第
７
回
（
10
月
12
日
開
催
）

第
８
回
（
11
月
６
日
開
催
）

わ
さ
び
加
工
施
設
の
建
設
工
事
に
４
億
円

町
道
早
坂
高
原
線
の
災
害
復
旧
工
事
に
２
億
７
０
０
０
万
円
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平
成
29
年
10
月
12
日
、

町
内
中
里
地
区
に
お
い
て

災
害
廃
棄
物
の
分
別
処
理

等
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
進
ち
ょ
く
状
況

に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
災
害
廃
棄
物

の
種
類
ご
と
に
エ
リ
ア
を

分
け
て
処
理
作
業
が
行
わ

れ
て
お
り
、
巡
回
し
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
約
80

人
の
作
業
員
に
よ
っ
て
順

調
に
進
ん
で
い
る
状
況
が

確
認
で
き
ま
し
た
。
鉄
く

ず
類
は
ほ
ぼ
完
了
し
、
全

体
も
平
成
30
年
12
月
に
は

完
了
で
き
る
見
通
し
で
す
。

　

12
月
６
日
か
ら
８
日
ま

で
第
４
回
定
例
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。そ
の
中
で
、一

般
質
問
、
委
員
会
質
疑
を

通
じ
て
把
握
し
た
内
容
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

保
健
福
祉
課

　

被
災
者
生
活
再
建
支
援

金
（
加
算
支
援
金
）
の
申

請
状
況
と
今
後
の
再
建
見

込
み
に
つ
い
て
確
認
し
ま

平
成
28
年
台
風
第
10
号
豪
雨
災
害
復
旧
・
復
興
推
進
調
査
特
別
委
員
会

復
旧・復
興
に
向
け
調
査

復
旧・復
興
に
向
け
調
査

　

台
風
第
10
号
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
推
進
に
関
す
る
調
査
を
目
的
と
し

て
、
議
員
発
議
に
よ
り
、
議
長
を
除
く
全
員
の
議
員
で
構
成
す
る
特
別
委
員
会
（
野
舘

泰
喜
委
員
長
）
を
平
成
29
年
６
月
９
日
に
設
置
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
活
動
状
況

を
中
間
報
告
の
形
で
掲
載
し
ま
す
。が

れ
き
処
理

の
現
場
調
査

し
た
。（
右
表
の
と
お
り
）

地
域
整
備
課

　

住
民
説
明
会
で
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
発
注
率
は
50

％
超
で
す
が
、
着
手
率
が

30
％
弱
と
い
う
こ
と
で
、

工
事
発
注
後
か
ら
着
手
ま

で
に
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

出
て
い
ま
す
。
下
請
け
の

確
保
や
宿
泊
施
設
の
不
足

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

岩
泉
土
木
セ
ン
タ
ー

　

河
川
工
事
の
遅
れ
が
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

小
本
川
、
安
家
川
と
も
に

年
度
内
の
工
事
着
手
を
目

標
に
動
い
て
い
ま
す
。
用

地
係
の
増
員
と
町
と
の
連

携
強
化
に
よ
っ
て
さ
ら
に

拍
車
を
か
け
て
い
き
ま
す
。

平成 29 年 12 月
までの現状

現場で説明を聞く委員

中間
報告

区分 岩泉 小川 大川 小本 安家 有芸 合計
り災世帯数：
全壊・大規模半壊 218 138 22 125 87 1 591

申請済み世帯数 127 78 14 89 24 332
（完了率） （58％）（57％）（64％）（71％）（28％） （56％）

町
外

建設 1 1
購入 2 1 3 6
賃貸 1 1 4 1 7

町
内

建設 10 3 2 1 16
購入 1 9 10
補修 100 63 14 81 19 277
賃貸 12 2 1 15

未申請世帯数 91 60 8 36 63 1 259
申請対象外 47 34 6 12 38 1 138
申請対象世帯 44 26 2 24 25 121

（単位：世帯）
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お
しえ

お
しえて

子
ど
も
達
の
た
め
に

　

雫
石
町
か
ら
、
主
人
の
実
家
が
あ
る
岩
泉

に
戻
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
半
年
が
過
ぎ
ま

自
然
豊
か
な
こ
の
町
に

　

主
人
の
母
方
の
祖
父
が

津
田
に
住
ん
で

い
て
、
義
母
は
疎
開
し
た
当
時
、
岩
泉
町
に

い
た
話
を
き
き
ま
し
た
。
ま
た
、
主
人
は
結

婚
前
に
岩
泉
線
に
乗
る
た
め
に
一
人
旅
で
岩

泉
に
き
た
こ
と
が
あ
り
、
美
味
し
い
水
と
空

気
に
感
動
し
て
、「
い
つ
か
ま
た
家
族
と
来

し
た
。
春
が
来
れ
ば
一
年
に
な
り
ま
す
。
四

年
ほ
ど
岩
泉
を
離
れ
て
い
ま
し
た
が
、
変
わ

ら
ず
に
接
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
、
お
帰
り
と

元
気
に
声
を
掛
け
て
く
れ
る
と
こ
ろ
、
親
し

み
や
す
い
岩
泉
の
皆
様
に
思
い
や
り
を
感
じ

る
と
共
に
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　
で
す
が
、少
し
不
安
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

六
年
前
の
大
震
災
に
続
き
、
台
風
10
号
に
よ

る
壊
滅
的
な
被
害
に
よ
り
、
町
を
離
れ
た
人

も
い
ま
す
。
観
光
客
も
増
え
て
き
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
昔
に
比
べ
れ
ば
ま
だ
ま
だ

で
、
町
全
体
に
活
気
が
な
い
よ
う
に
思
え
ま

す
。

た
い
。」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
26
年
の
夏
の
家
族
旅
行
先

に
岩
泉
を
選
び
ま
し
た
。
本
当
に
、
空
気
が

違
う
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す

る
と
、「
秋
の
岩
泉
は
、
ど
ん
な
か
し
ら
…
。」

と
、
気
持
ち
が
騒
ぎ
ま
し
た
。
移
住
願
望
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
冬
に
も
岩

泉
を
訪
れ
て
、
み
ず
ま
つ
り
で
の
夢
あ
か
り

に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
気
が
つ
く
と
、
翌
年
の
春
に
主
人

が
、
夏
に
は
娘
を
連
れ
て
私
が
、
移
り
住
ん

で
お
り
ま
し
た
。

　

今
思
え
ば
、「
３
６
０
度
山
に
囲
ま
れ
た

自
然
豊
か
な
こ
の
町
に
住
み
た
い
！
」
と
い

う
思
い
だ
け
で
３
人
が
動
い
た
の
で
す
。
そ

ん
な
魅
力
が
、
こ
の
岩
泉
に
は
あ
る
と
思
い

ま
す
。
住
ん
で
み
る
と
、
子
ど
も
を
大
切
に

育
て
て
く
れ
る
大
人
た
ち
の
目
が
あ
り
ま
す
。

～町のみなさんの声を聞きました～

落
おち

瀨
せ

　澄
すみ

子
こ

さん
（岩泉・45 歳）

大
おお

木
き

　資
もと

子
こ

さん
（岩泉・50 歳）

　

医
療
機
関
の
診
察
科
が
少
な
い
こ
と
と
、

住
宅
事
情
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
が
残
念
で

は
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
パ
ン
屋
開
業
に
し
て
も
、
さ
り

げ
な
く
も
暖
か
く
応
援
し
て
く
だ
さ
る
人
た

ち
が
た
く
さ
ん
で
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

町
を
離
れ
た
人
た
ち
が
、
も
う
一
度
戻
る

た
め
に
は
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
、
子
育

て
の
環
境
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

幅
広
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
施

設
の
充
実
。
こ
の
三
つ
は
必
ず
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
町
内
に
公
園
が
あ
っ
て
も

良
い
と
思
い
ま
す
。
マ
マ
友
が
、
お
し
ゃ
べ

り
で
き
る
カ
フ
ェ
、
町
営
住
宅
、
ア
パ
ー
ト

…
。
作
っ
て
欲
し
い
も
の
は
限
り
な
く
あ
り

ま
す
。

　

も
っ
と
若
者
の
声
を
聞
き
、
意
見
を
取
り

入
れ
、こ
れ
か
ら
育
つ
子
ど
も
達
の
た
め
に
、

岩
泉
町
を
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

この看板が目印です
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画
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町
内
の
写
真
愛
好
家
が
撮
影
し
た

本
町
の
風
景
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
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平
成
30
年
、
戌
年
。
本
年
が

岩
泉
町
に
とって
、
町
民
の
皆
様

に
と
って
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
に
。

　

18
年
の
長
き
に
わ
た
っ
た
伊

達
町
政
が
予
期
せ
ぬ
突
然
の
辞

任
劇
に
見
舞
わ
れ
、
混
乱
の
12

月
議
会
を
体
験
し
ま
し
た
。
復

旧
・
復
興
の
さ
な
か
の
出
来
事

で
町
民
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
町
長
の
下
で
町
民
に

寄
り
添
っ
た
町
政
の
推
進
が
為

さ
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

な
お一層
気
を
引
き
締
め
て
、

元
の
岩
泉
を一日
で
も
早
く
取
り

戻
す
た
め
に
活
動
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
改
め
て
、
重
い

責
任
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

（
広
報
広
聴
常
任
委
員 

野
舘
泰
喜
）

私・の・好・き・な・ア・ン・グ・ル・82 い
わ
い
ず
み
再
発
見

い
わ
い
ず
み
再
発
見

い
わ
い
ず
み
再
発
見

「
と
に
か
く
怖
か
っ
た
」

　

50
数
年
前
の
当
時
、
自
宅
は
裸
電
球
に
薄
っ

ぺ
ら
い
ガ
ラ
ス
戸
、
隙
間
だ
ら
け
の
障
子
。

　

父
は
夕
方
か
ら
晩
酌
を
し
て
い
た
。
普
段
は

寄
り
付
き
た
く
も
な
い
酒
臭
さ
。
し
か
し
あ
ぐ

ら
を
か
い
て
い
る
父
の
膝
に
入
り
込
ん
で
、じ
っ

と
し
て
い
る
自
分
が
い
た
。

　

か
な
り
遠
く
の
方
か
ら
気
配
を
感
じ
…
ガ

タ
ッ
、
ガ
タ
ガ
タ
ッ
、
と
戸
が
鳴
り
、
な
も
み

が
大
声
で
、「
ウ
ォ
ー
、
ウ
ォ
ー
ー
。
わ
り
ぃ
子

わ
ら
す

は
い
ね
ぇ
が
ぁ
ー
。
泣
く
子
は
い
ね
ぇ
が
ぁ
ー
。

い
う
こ
と
を
聞
か
ね
ぇ
子
は
い
ね
ぇ
ー
が
ー
。

山
さ
つ
れ
で
い
ぐ
ぞ
ぉ
ー
。」

　

父
は
「
家
に
わ
り
ぃ
子
は
い
ね
ぇ
す
け
ぇ
ー

に
。
こ
れ
飲
ん
で
山
さ
帰
っ
て
お
ぐ
り
ゃ
ん
せ
。」

　

父
の
は
く
息
と
な
も
み
の
息
の
臭
さ
が
同
じ

だ
っ
た
。
自
分
を
な
も
み
に
渡
さ
な
か
っ
た
父

が
神
様
に
見
え
た
日
で
し
た
。

八
や え が し

重樫定
て

津
つ

彰
あき

さん
（岩泉　56歳）


